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大洋州・アジア諸都市行政視察に関する監査請求（ANZAC）
岡山市監査委員が棄却
菅納忠彦・久野千恵
3月25日、岡山市監査委員は、岡山市議会議員８名（新風会）と議会事務局員１名（随行）による大洋州・アジア諸都市行政視察（平成21年1月28日～2月3日）の現地交通費の支出は不当とする当会の住民監査請求を棄却しました。
　本件の場合、視察先のすべての土地で専用バスを使っており、現地交通費として一人当たり88,000円を支払っています。当会は、条例に基づいて「最も経済的な通常の経路・方法」で移動した場合は、一人当たり10,785円で済むので、その差額を市に返還するよう市議と市長に求めた住民監査請求を１月27日に行っていました。10,785円という金額は、光成弁護士がインターネットを駆使し、まるで現地に行って確かめたのではと思うほどの緻密さで公共交通機関の料金やタクシー代を割り出し、算出したものです。
　以下、今回の監査結果について意見を述べます。
１．監査委員の体制
　岡山市の監査委員は、地方自治法第１９５条及び岡山市監査委員条例第２条により、識見を有する者２名、議員２名と定数を定めています。現在の監査委員は以下の通り。
　　池上　進（識見  常勤  代表監査委員）
  　藤本　徹（識見　非常勤　弁護士）　　
  　若井達子（議員＜ゆうあい＞、非常勤）
  　田尻祐二（議員＜公明＞、非常勤）
　今回の監査請求にあたっては、会計管理者であった代表監査委員池上進氏を除斥して監査を行っています（当事者は監査から外れるため）。結局、弁護士１名、議員２名による監査でした。
  市民の目線で議員の不当行為の監査を行うのであれば、３名の監査委員のうち２名も議員が占めているのは、如何なものでしょうか。しかも、若井達子議員は昨年１０月、大洋州（オーストラリアとニュージーランド）に、本件とほぼ同じ視察旅費を使って旅行しているのです。これでは、客観性のある正しい監査が行えたのかどうか、甚だ疑問であると言わざるをえません。
２．現地公共交通機関の不利用
　監査委員は「仮に公共交通機関を利用する場合に比べて多額であったとしても、そのことのみで専用バス利用が直ちに違法な支出とは認められない」と主張しています。これは、「視察を効率的かつ確実に行うには、団員が9人もいる場合は、団体行動をした方が合理的」「先方との約束時間の順守、移動時間の節約が見込まれ、かつ、移動中に車中にて議員同士の打ち合わせや調査項目についての議論を行うことができる」という議会事務局の説明を鵜呑みにしたものです。また、岡山県議海外視察の専用車使用は違法とする地裁判決（平成20年3月13日）に関しては、「県議会の海外視察は人数も少なく、１人あたりの専用車代金が本件と比べて高額」なので影響は受けない、としています。
　岡山市の旅費に関する条例は、「やむを得ない事情」がない限り、「旅費は、最も経済的な通常の経路及び方法により計算した場合の旅費で計算する」と定めています。上記の「説明」では「やむを得ない事情」とは言えません。幼稚園児や小学生の遠足ではないのですから。それに、報告書を熟読しましたが、視察先での質疑応答には議員のとんちんかんな質問が多くみられ、車中で打ち合わせや議論が行われたとはとても思えません。また、金額が多くなければ違法ではないという理屈は通りません。
　しかも、視察目的の一つは新交通システムの調査であり、かつ視察先が、交通機関の発達しているオークランド市やシドニー市などの都市部が中心であるにも関わらず、公共交通機関を全く利用していない矛盾を指摘できない監査意見は遺憾です。
３．市民に対する視察報告
　監査委員は、海外視察の成果として、視察報告書（８０冊、７８ページ、作成費用１６，７１６円）を、議会図書館等に備えて市民の閲覧に供していると弁護しています。ところが、報告書の完成は海外視察から帰国した日から８カ月も経過した後であり、これでは市民に対する親切な説明責任をきちんと果たしているとは言い難く、観光的色彩の濃いおざなりな視察であったことのひとつの証左でしかありません。しかも、この報告書の８６％は現地で録音したもののテープ起こし原稿で構成されており、随行した職員がほとんど一人で作業をしたとのことです。面倒なことは事務局任せで、議員がまともな点検もしていないことは、ミスの多いこの報告書を読めば一目瞭然です。
４．住民訴訟やむなし
　結局、監査委員による問題点の指摘は皆無であり、むしろ視察議員の弁護に終始しています。これでは、訴訟によって司法の判断を仰ぐほかなく、４月８日に提訴しました。
　なお、コードネーム‘ANZAC’は、第一次大戦中のオーストラリア・ニュージーランド連合軍団（Australian and New Zealand Army Corps）の頭文字。ミリオタの光成弁護士による命名です。
